
 

最大公約数と最小公倍数の求め方を考えてみよう。 

       2  ） ◎  □  最大公約数は６ 

       3  ） ○  ◇  最小公倍数は６×●×◆ 

             ●  ◆ 

●×◆＝４２０÷６＝７０ 

互いに素な二つの数で、積が７０になるのは 

 １×７０  ２×３５  ５×１４  ７×１０ 

の４組考えられる。 

差が最も小さい 2 つの整数は７と１０ 

 ◎＝７×６＝４２ 

 □＝１０×６＝６０   

                答え ４２と６０  

                  

◆問題            

 ２つの整数があり、その最大公約数が６、最小公倍数が４２０でした。このよ

うな２数の組はいくつかありますが、差が最も小さい 2 つの整数を求めなさい。         


